
被害

昭和36年 8月12日割11路沖地震

についての状況報告牢

釧路地方気象台

要

550. 346 

昭和36(1961)年 8月 12日O時 52分ころの地震桝に

よる一般的な被害は， 8月 31日現在，道警釧路方面本部，

釧路支庁の調査によると次のとおりである.軽傷4名，

家屋一部損壊 11戸，集合煙筒倒壊 15基，水道管破裂5，

ガス管破裂 し 炭焼きがま破損403基，道路損壊1，木

橋全壊 し また釧路市，厚岸町ではウイ ンドガラス，陳

列品破損などの被害が多数あったほか，鉄道，通信， 電

力，港湾などの施設に多少の被害を生じた.

余震

第 l表に釧路で観測された余震回数および余震の p-

S別回数を示す.

海震

写真 1 家屋の損壊 (釧路市内)

手前ブロック積みの塀が崩壊し，家屋の

部が損壊 (北海道新聞釧路支社提供)

器 KushiroL. M. O. : Report on the Kushiro-oki 

Earthquake of August 12， 1961 (Received Nov. 

10， 1961). 

州地震 月報によれば λ=145034'土03'，ゆ=42051'
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日魯漁業KK所属の第八あけぼの丸 (341総 トン，現在

水庁産に監視船として傭船)は O時51分ころ， 北緯 420

49. 5'東経 144039.4'付近を漂泊中海震を感じた.当時

当直中の同船二等航海士大沢真治氏はその模様を次のと

おり述べている.r 0時52分ころ，突然ドドドーという
大きな音とともにあたかも座礁したような激しU、衝撃を

うけ，ついで小刻みな上下の振動があり， 引き続きド ド

ドーという音とともに 2回目の衝撃を感じた.その後再

び小刻みの上下振動が続き，最初の衝撃から 7-8分後

にごく小さな音とともに弱U、衝撃があり，それ以降は平

常に復した最初の衝撃で就寝中の船員は一同起床 した

が，船中のものが倒れたり踊り出すようなことはなかっ

た.はじめ座践と考えたのでただちに水深測定を行った

が，水深は 89m であった当時海面は油を流したよう

ななぎであったが特に海面に変化は認められなかった.

なお本船は船首を北~北北西に向け漂泊中であった.ま

た 8時40分ころにもごく小さな海震を感じた 12日

O時における同船付近の気象状態は，風向東北東，風力

1，天気晴，気圧 1014mb，気温 16.00C，水温 150C

であった.

第 l 表

。 余震回数(合本震)li P-S時間別回数
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311 61 2 o 0 01 8 2 1 1 

1411 31 0 01 3 1 O! O O 

1511 41 0 01 0 01 4 1 2 1 O O 

16 31 0 0' 3 O O 1 O 2 

17 31 0 01 0 01 3 O 1 1 O 1 

18 o 0 01 0 01 0 O O O O O 

19 01 3 O O 1 1 O 1 

20 11 0 01 0 01 1 O O O 1 O O 

21 21 0 01 0 01 2 O 1 O O O 1 

22 01 0 1 0 01 1 1 O O O O 

23 11 0 01 0 01 1 O l O O O 

24 11 O! 1 0 01 2 O O O 2 O O 

25 01 01 1， 0 01 1 。O O O 1 O 
26 01 11 0 01 2 O 1 O 1 O O 

27 01 01 0 01 1 O O 1 O O 

28 1 01 01 0 01 1 0: O O 1 O O 

29 71 0 11 0 01 8 1 O O 3 l 3 

30 01 0 01 0 01 0 O O O O O 

31 11 0 01 0 01 1 O O O O O 
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写真 2 陳列商品の被害(釧路市内瀬戸物屈にて)

(北海道新聞釧路支社提供)
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写真 3 集合煙筒の倒壊(書"路市内)

(毎日新聞社撮影)


